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踏切を遮断していない状態で電車が通過した事象について 

 

 

２０２２年１２月２７日２２時５０分頃、山陽本線 西広島～新井口駅間の踏切において、踏切監視員が踏

切を遮断していない状態で電車が通過した事象が判明しましたのでお知らせします。 

踏切を通行される方およびご利用のお客様にご不安を与える事象を発生させたことにお詫び申し上げま

す。今後、さらに原因を究明し、再発防止に努めてまいります。 

 

１ 発生日時 

  ２０２２年１２月２７日（火） ２２時５０分頃 

 

２ 場  所 

  山陽本線 西広島～新井口駅間 庚午（こうご）踏切（広島県広島市西区高須１丁目５３５－３） 

 

３ 関係電車 

  岩国駅（２２：１０）発 西条駅（２３：５０着）行き 上り普通電車 

 

４ 概  況 

２２時５０分頃、上り普通電車の運転士は庚午踏切を通過の際、直前で通行する自転車を認め汽笛を吹鳴

したが、自転車が踏切の外に出た事を確認し運転を継続した。 

調査したところ、工事により踏切の機能を停止する予定であった庚午踏切において踏切監視員が踏切を遮

断していない状態で電車が通過していたことが判明した。 

（付記） 

 ・他の踏切（草津踏切）の拡幅工事のため、庚午踏切含む周囲の踏切の機能を停止させる必要があった。 

 ・踏切の機能停止は、ＪＲ作業員が行う。 

・工事等により踏切の機能を停止する際は、踏切監視員を配置した上で電車が通過する際に監視員がロープ 

を使用して踏切を遮断するルールになっている。 

 

５ 原  因 

  踏切監視員がロープにより踏切を遮断開始するタイミングに誤りがあり、踏切を遮断しなかったため 

 

 


